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二

度

の

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

勤

務

経

験

に

照

ら

し

、

彼

の

国

を

最

も

よ

く

表

す

言

葉

は

何

か

と

問

わ

れ

れ

ば

、

の
Ｏ
回

口

日

回

ｔ
　
iｓ
　ｓ
ｏ
ｍ

ｅ
陛
m
g

　ｎ
ｉｃ
ｅ
.

（

政

府

は

何

か

素

晴

ら

し

い

も

の

だ

）

を

挙

げ

た

い

。

8
0
年

代

大

使

館

書

記

官

だ

っ

た

私

に

全

国

紙

論

説

主

幹

ツ

ェ

ッ

テ

ル

ペ

リ

氏

が

教

え

て

く

れ

た

。

日

本

と

の

違

い

に

驚

嘆

し

た

。

四

半

世

紀

後

に

大

使

と

し

て

赴

任

し

再

会

し

た

際

に

同

氏

は

、
「

当

時

教

え

た

言

葉

を

覚

え

て

い

る

か

い

？

」

と

尋

ね

、

私

か

先

の

言

葉

を

述

べ

る

と

可

愛

い

教

え

子

に

再

会

し

た

老

先

生

の

よ

う

に

喜

ん

だ

。

近

年

の

コ

ロ

ナ

禍

で

も

こ

の

言

葉

に

代

表

さ

れ

る

ソ

ー

シ

ャ

ル

ト

ラ

ス

ト

の

強

さ

が

鮮

明

だ

っ

た

。

そ

の

理

由

と

し

て

長

い

社

民

党

政

権

時

代

の

高

負

担

と

高

福

祉

が

指

摘

さ

れ

る

。

し

か

し
9
0

年

代

以

降

今

日

ま

で

三

度

の

保

守

政

権

で

大

幅

減

税

と

福

祉

見

直

し

が

続

い

て

も

変

わ

ら

な

い

。

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

固

有

の

歴

史

的

な

政

治

文

化

の

影

響

で

あ

ろ

う

。

ロ

ー

マ

法

の

影

響

を

受

け

ず

封

建

社

会

も

経

験

せ

ず

平

等

と

共

有

を

特

徴

と

す

る
古
代
ゲ
ル
マ
ン
社
会
の
法
思
想
に

立
つ
た
ま
ま
近
代
化
し
た
国
の
政
治

家
と
国
民
と
の
対
等
関
係
。
政
治
家

は
国
民
の
同
僚
。
秘
書
に
車
を
運
転

さ
せ
る
な
ど
偉
そ
う
な
素
振
り
は
厳

禁
だ
。
高
度
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ト
ラ
ス
ト
の

社
会
で
特
筆
さ
れ
る
極
端
な
ま
で
の

個
人
主
義
。
独
自
の
愛
の
理
論
に
基

づ
き
婚
姻
後
も
お
互
い
に
依
存
し
な

い
徹
底
し
た
男
女
平
等
。
因
み
に
離

婚
時
慰
謝
料
は
な
い
。
兵
役
も
男
女

平
等
だ
。

か
つ
て
ロ
ヴ
ェ
ー
ン
社
民
党
党
首

は
選
挙
戦
で
学
業
や
就
労
の
義
務
を

果
た
し
、
他
者
の
権
利
実
現
を
尊
重

し
て
自
分
の
権
利
を
実
現
す
べ
き
と

し
た
。
例
え
ば
、
医
師
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は

尊
重
さ
れ
、
長
い
夏
休
み
も
当
然
。

週
末

オ

ン
コ

ー
ル

も

殆

ど

な

い
。

必

要

な
医

師

が
非

番

な

ら

大
臣

で

も
命

を
落

と

す

。

一
方

、

上

手

く
医

師

に

会

え

れ

ば

最

高

の

サ

ー

ビ

ス

を

得

る

。

学
術

的

に

も

国

際

的

評
価

は
高

い

。

か

た

や

「
人

は

死

ぬ

も

の

だ
」
、

「
平

穏

な

尊

厳

あ

る
死

こ

そ
大

事

だ
」

と

さ

れ
人

生

の
最

終

段

階

の
医

療

は

淡

白

だ

。

た
だ

長

寿

国

で

あ

り

男

性

の
平

均

寿
命

は
日

本

よ

り

長

い
。

全

体

と
し

て

パ

ー

フ

ォ

ー

マ
ン

ス

の

良

い
社
会

で

あ
り

、
国

民

の
幸

福

度

も

高

い
。

９

月

に
は

総

選

挙

。

長

い
夏

休

み

前

の

中
央

統

計

庁

調

査

で

は

社
民

党

（
支

持

率
3
3
％

）
が
左

翼

党

、
環

境

党

、

中

央

党

と

合

わ

せ
5
5
％

の

支

持

率

。

政
権

を

担

う

保

守

党
（
同
1
7％

）
は

ス

ウ

ェ

ー

デ
ン

民

主

党
（
同
1
8％

）
、

キ

リ

ス
ト

教
民

主

党

と

合

わ

せ
4
2％

の

支

持

率

。
陰

の
主

役

は

反

移
民

政
策

で
政

権

中
枢

を

狙

う

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

民

主

党

。
し

か

し

保

守

党

の
不

振

も

あ
り

、
社

民

党

の
政

権

復

帰

の
可

能

性

も
出

て
き

て

い

る
。

国

民

の
選

択

が
ソ

ー
シ

ャ

ル

ト

ラ

ス
ト

の
新

し

い

ペ

ー
ジ

を

開

く

で

あ

ろ

つゝ
。
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